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６月１日 原水爆禁止平和大行進 － － － － － － － － 〇
　　３日 福島小学校運動会 〇 － 〇 － － 〇 〇 － 〇

　　６日
第６次総合計画策定調査特別委員会 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 職
総務教育常任委員会 － － × 〇 〇 － － 〇 〇
経済福祉常任委員会 〇 〇 － － － 〇 〇 〇 〇

　　８日 老人クラブ連合会総会 － － － － － － － － 〇
　　11日 福島消防団総合訓練大会 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　12日 正副議長議案説明 － － － － － － － 〇 〇
福島町まちづくり工房総会 － － － － － － － － 〇

　　13日 一般質問通告 － 〇 － 〇 － 〇 〇 － 職
議会運営委員会（６月会議の運営） 〇 〇 － 〇 － － 〇 職 職

　　14日 渡島議長会臨時総会（札幌市） － － － － － － － － 〇

　　15日 北海道町村議会議長会総会、議長・事務局長研修会
（札幌市） － － － － － － － － 〇

　　19日 議員勉強会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　　20日 視察受入（宮城県仙南・亘理地方町議長会） － 〇 － － － － － 〇 〇

　　21日 定例会６月会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議会運営委員会（６月会議の反省事項） 〇 〇 － 〇 － － 〇 職 職

　　23日 広報広聴常任委員会（文化団体協議会との懇談会） － － × 〇 〇 － － 〇 〇
　　24日 保育所運動会 － － － － － － － － 〇
　　25日 渡島地方消防総合訓練大会（八雲町） － － 〇 － － － － － 〇

　　26日
自衛隊家族会総会 － － － － － － － － 〇
広報広聴常任委員会（農業協同組合との懇談会） 〇 〇 － － － 〇 〇 〇 〇
広報広聴常任委員会（スポーツ協会との懇談会） － － 〇 〇 〇 － － 〇 〇

　　27日
渡島開発期成会札幌要望（札幌市） － － － － － － － － 〇
道南地区森林・林業・林産業活性化推進議員連盟連絡
会役員会（木古内町） 〇 － － － － － － － －

　　29日 広報広聴常任委員会（商工会青年部との懇談会） 〇 〇 － － － 〇 〇 〇 〇
７月４日 全道町村議員研修会 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

　　10日

議会運営委員会（７月会議の運営） 〇 〇 － 〇 － － 〇 職 職
定例会７月会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議会運営委員会（７月会議の反省事項） 〇 〇 － 〇 － － 〇 職 職
森林・林業・林産業活性化議員連盟臨時総会 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇
議員会臨時総会 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇
第２青函トンネル構想を実現する会総会 〇 － － － 〇 〇 〇 － 〇

　　16日 千代の富士杯相撲大会 － － － － － － 〇 〇 〇
　　18日 渡島西部広域事務組合議会第１回臨時会 〇 － － － 〇 － － － 〇
　　19日 視察受入（岩手県八幡平市議会） － 〇 － － － － － 〇 〇

　　20日 議会運営委員会（議会だより） 〇 〇 － 〇 － － 〇 職 職
戦没者追悼式 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　27日 渡島総合開発期成会中央要望（東京都） － － － － － － － － 〇
　　29日 自治体問題研究会：新人議員研修会（議長出講） － － － － － － － － 〇

会議等出席状況
　会議や議会へ通知があった行事等の６月から７月までの
出席状況をお知らせします。
　「○」は出席、「×」は欠席、「－」は出席不要・任意、「◎」
は委員外議員として出席、「△」は別公務・病欠のため、「職」
は正副議長の職務出席を表しています。

全道議員研修会レポート全道議員研修会レポート
― 令和５年７月４日開催 ―

　議会では「議会議員研修条例」を定めており、
研修に参加した議員は、成果報告書を議長へ提
出し、定例会で報告されます。今回の研修につ
いては「定例会９月会議」で報告する予定となっ
ております。

　北海道町村議長会主催の全道議員研修会が札
幌コンベンションセンターで開催され、議員８
名が参加しました。
　全道から町村議会議員など関係者が多数集ま
り、講師２名の講演による研修をしました。

会場の様子

研修に参加した議員

〇ウクライナ危機から日本人が変わっ
た。普段政治や国防に関心のない方々
からも危機感のある声を聴くように
なった。

〇日本は攻められないために備える必要
がある。そのためには自助努力、諸
外国との連携、国際世論での存在感
が重要。

講師　ひょうご震災記念21世紀研究機構

理事長　五百旗頭　真　氏
い お き べ

「ウクライナ危機後の　　
　　　　　　世界と日本」

〇現政権が考える日本の危機は「安全
保障」と「少子化」であり、防衛費
の倍増や育児休業制度の充実といっ
た対策を行っている。

〇政治の世界でも普段からの人間関係
が大切。日頃から他者の助けとなる
ように行動していれば、いざという時
に協力してもらうことができる。

講師　政治ジャーナリスト

田﨑　史郎　氏

「日本政治の舞台裏」

講演 ①

講演 ②


